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原

宇

合

と

古

集

村

瀬

憲

夫

一

万
葉
研
究
に
お
い
て
、
作
者
不
明
歌
及
び
そ
れ
ら
の
歌
を
含
む
巻

々
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
今
や
重
要
な
研
究
課
題
で
あ

る
。
私
は
こ
の
課
題

の
下
に
、
そ
の
所
収
歌
の
殆
ど
が
作
者
不
明
歌
で
あ
る
巻
七
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
更

に
焦
点
を
絞
り
、
巻
七
に
現
れ
る

「
古
集
」
な
る
も
の
の
性
質
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

藤原宇合と古集

二

 

「
古
集

」
は
七

・
一
二
四
六

(
国
歌
大
観

の
歌
番
号

で
巻

七

の

=

一
四
六
番

の
歌

で
あ
る
こ
と
を
示
す
)

の
左
注

に

「
右
件
歌
者
、
古

集
中
出
。
」

と
し
て
現

れ
る
。
先

ず
こ
こ
で
問
題

に
な

る
の
は

「
右
件
」
は
ど
こ
ま
で
を

指
す
の
か
、
即

ち
古
集

中

の
歌

は
ど
こ
か
ら

ど

こ
ま
で
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
通
説

で
は

「
右
七
首
者
、
藤
原
卿
作
。
」

と
左
注

の
あ
る
作

(
七

.
一
一
九

五
)
に
続
く

三
十
六
首

ユ7



(
魍
嘆

麗

舗

鮮

蛭

譜
熟

鯨

覆

圃
)

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
森
本
治
吉
氏
は

一
私
案
と
し
て

晋

吾

、
柿
本
斬
臣
人
麿
之
歌
集

(
注
1
)

出
。
L
の
左
注

以
降

(
七

・
一
一
八
八
以
降
〉

の
五
十
九
首

と
も
考
え
得

る
と
し
て
お
ら
れ
る
.
結
論

的

に
は
私
は

「
右
件
」
と

は
七

・

一
一
六

一
以
降

、

=

一
四
六
ま
で

の
八
十
五
首

(
一
一
八
七

の
人
麿
歌
集
歌

は
除
く
)

を
指
す
、
即

ち

「
鱈
旅

作
」

と

い
う

題
詞

の
下

に
纒

め
ら
れ

て
い
る
歌

の
中

で
、
人
麿

歌
集
歌
を

除
く
全

て
の
歌
が
古
集

の
歌

で
あ
る
と
考
え
る
。
そ

の
理
由

は
次

の
三
点

に
よ
る
。

①

通
説

は
、
或
左
注

が
そ
れ
よ
り
前

の
左
注
を
飛
越
え

て

(
含
み
込
ん

で
)
前

へ
か
か

っ
て
い
く
こ

と
を
嫌
う

の
で
あ
る
が
、
果

し

て

そ
う

で
あ
ろ
う

か
、

今
の
場
合

「
右
件
歌
者

、
古
集
中
出
。
」
と

「
右
七
首
者

、
藤
原
卿
作
。
」
と
は
同
性
質

の
左
注

で
は
な

い
。
前
者

は
出
所

を
示

す
も

の
で
あ
り
、
後
者

は
作
者

を
示

す
も

の
で
あ
る
。
出
所
を
示
す
左
注
が
、
作
者

を
示
す
左
注
を
含

み
込
む

こ
と
は
可

能

で
あ
る
。
従

っ
て

「
右

件
云
舟
」

は
、

一
一
九
五
の
左
注

「
右
七
首
者

云
々
」
を
飛
越
え

る
こ
と
が
出
来

る
。

現

に
十
九

・
四

二
六
三

の
左
注

「
右
件
云
々
」

は
、
四

二
六

二
の
左
注

「
右

一
首
云
々
」
を
含

み
込

ん
で
四

二
六

二
、

四

二
六
三
の
両
方

に
か
か

っ
て
い
る
ρ

で
は
次

に
七

・
一
一
八
七

の
左
注

「
右

一
首
、
柿
本
朝
臣
人
麿
之
歌
集
出
。
」

を
飛
越

え

る
こ

と
が
出
来

る
だ
ろ
う
か
。
左
注

の
性

質

は
全
く
同
じ

で
あ

る
か
ら
、
平
面
的

に
考

え
る
限
り
、

一
一
八
七

の
左
注
を
飛
越

え
る

こ
と
は
不

可
能

で
あ
る
。
し
か

し
こ

こ
で
注

意
す

べ
き

は
、
人
麿
歌
集

の
歌

が
こ

の
よ
う

な
途

中
に
置

か
れ

る
の
は
、
巻
七

に
お

い
て
は
異
常

で
あ
る

と
い
う

こ
と

で
あ
る
。
各
項

目

の
最
初

か
最
後

か

に
置

か
れ
る

の
が
普

通
で
あ

っ
て
、
途
中

に
孤
立

し
て
置

か
れ

る
の
は
異
例

で
あ
る
。

こ
の
歌

は
多

分
、
歌

中

の

「
網
引
す

る
海
子
」

が
、
前

歌

一
一
八
六

の

「
漁

す
る
海
未
通
女
等
」

に
ひ

か
れ

て
後

に
加
え
ら
れ

た
も

の
で
あ
り
、

一
一
八
七

の
左

注

と

=

一
四
六

の
左
注

と
は
同
時

の
も

の
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。
或

は
こ
の
歌

が
付
加
え
ら
れ
た
時

、
左
注
は
無

か

っ
た

の
か
も
し
れ

な
い
。
と
こ
ろ
が
こ

の
歌

は
入
麿
歌
集
略
体
歌

で
あ
る
為

に
後

人
が
気
付

い
て
左
注
を
付

し
た
と
も

考
え
得
る
。
現
存
古
写
本

に
は
全

て
こ
の
左
注

が
あ
る
が
、
本
来

は
書
き
方

(左
注

の
位
置

、
筆
跡

の
違

い
等
)

に
区
別

の
あ

っ
た

一
一
八

七
と

一
二
四
六
の
左
注
が
、

長
い
書
写
期
間
中

に
区
別
を
失

い
、
立
体
性
を
失

い
平
面
的
な
同

一
次

元

の
左
注

と
し

て
現
存

古
写

本

に
受

継

が
れ

て
き

て
い
る
と
考
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え

る
こ
と
も
可
能

で
あ
る
。

七

・
一
一
九
五
の
左
注

に
し
て
も
、
藤
原
卿

(
麿
)
と
大
伴

坂
上
郎

女

と
の
関
係

か
ら
考

え

て
後

の
書

入

れ

と
も
考
え
ら
れ

る
。
以
上

に
よ

っ
て

「
右
件
云
々
」
は
、

一
一
九
五
、

一
一
八
七

の
左
注
を
飛
越
え
得

る
、

と
言

え
る
と
思
う

。

②
巻
七

に
は
、

一
二
五

一
～

一
二
六

七
の
古
歌
集

の
如
く
、

一
二
七

二
～

一
二
九

四
、

一
二
九
六
～

一
三

一
〇

の
人
麿

歌
・集

の
如
く
、

編
纂

の
原
資
料
を

一
括
取
込

ん
で
並

べ
る
と
い
う
編
纂
態
度

が
間

々
み
ら
れ

る
。
と

こ
ろ

で
、
今
問
題

の
古
集

の
辺
り

の
題
詞

は

「
芳

野
作
」

(
一
一
三
〇

～

一
二
二
四
)
、
「
山
背
作
」

(
=

三
五
～

=

三
九
)
、
「
摂
津

作
」
(
一
一
四
〇
～

一
一
六
〇
)
、
「
磯
旅
作
」

(
一

一
六

一
～

一
二
五
〇
)

と
な

っ
て

い
て
、
旅

の
歌

で

一
集
団
を
形
成

し
て
い
る
。

こ
の
形

態
か
ら
は
、
芳
野

、
山
背
、
摂
津

の
如
く
同

一
地
方

で

の
歌

を
纒

め
、
最
後

に
こ
れ
ら

に
入
ら
な

い
諸

々
の
地
方

の
歌
を

「
鵜
旅

作
」
と
し
て
引
括

め
た
、
と

い
う
編
纂
方
法

が

一

応
は
考

え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
鱗
旅
作
」
申

に
は

三
津
松

原

(
一

一
八
五
)
、
猪
名

湊

(
一
一
八
九
)
、
名

子
江

(
一
一
九
〇

)
等

の

地
名

が
み
え
る
。

こ
れ
ら
は
当

然

「
摂
津
作
」
群

へ
組

込
ま
れ
て
然

る
べ
ぎ
地
名

で
あ

る
。
こ

の
こ
と
は
、

「
,芳
野
作
」
以
下

「
麟
旅

作
」

ま

で
に
は
必
ず
し
も
統

一
し
た
編
纂
方
針

が
働

い
て
は
い
な
い
と
い
う

こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
の
こ
と
と
、
巻
七

は
か
な
り
寄
集

め
的

に
原
資
料
を

そ
の
儘
取
入
れ

る
、

と
い
う
巻
七

の

一
般

的
な
編
纂
傾
向

と
を
考
え

合
せ
る
と
、
次

の
如

ぎ
編
纂
経
過

が
考
え

ら
れ

る
。
即
ち
芳
野
、

山
背
、
摂
津

と
い
う
比
較

的
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
な

(従

っ
て
歌

も
沢

山
残

っ
て
い
た
)
地

の
旅

の
歌

を
集

め
て
並
べ
、
そ

の
後

に
、
旅

の
歌
ば

か
り
集
め

て
あ

っ
た
原
資
料

(
古
集
)

の
歌
を

「
職
旅

作
」
と
し
て
そ

の
儘
付
加
え

た

の
で
あ
る
。
原
資
料

を
そ

の
盤
付
加

え
た
か
ら
こ
そ
、

そ
の
中

に

「
摂
津
作
」
群

へ
組
込

ま
れ

る
べ
き
地
名

の
歌
が
あ

っ
て
も
気

に
留
め
な
か

っ
た

の
で
あ
る
。

③

「
右
件

」
と
は
、
十
七

・
三
九
四

二
の
左
注

「
右
件
」
、

そ

の
他
万
葉
集
中

の
用
例

が
示
し

て
い
る
様

に
何
か
或

る

一
纒
を

指
す

の

で
あ
る
が
、

一
一
八
七
、

一
一
九
五

の
左
注
の
前
後

に
は

一
線
を
画
す

べ
き
差
異
は
全
く
み
ら
れ
な

い
。

従

っ
て

=

一
四
六

の
左
注

「
右
件

」
は
、

一

一
六

一
以
下

の

「
鵬
旅

作
」

一
纒
を
指
す

と
考
え

る
の
が
よ
い
と
思
わ
れ

る
。

以
上
①
②
③

に
よ

っ
て

「
右
件

H至

」

と
は
七

・
一
=
ハ
一
以
下

一
一
一
四
六
ま
で

の
八
+
五
首

(
除

=

八

七
)
を
指
す

と
い
う

こ
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と

に

な

る
。

20

三

で
は
鵜
旅

の
歌
を
集

め
た
古
集

な
る
も

の
は
誰

の
手

に
成
る
も

の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
こ
で
も
又
結
論
を
先

に
言
え
ば

、
古
集

の
編
者

は
藤

原
宇
合

で
あ
り
、
大
体
そ

の
時
代

の
旅

の
歌
を
集

め
た
も

の
で
あ
ろ
う

と
思
う
。

こ
の
結
論

に
到

る
前
段
階

と
し
て
、
巻
七
所
収

歌

の
作
歌
年
代

は
ほ
ぼ
奈
良
遷
都
以
降

で
あ

る
と
い
う
考
察

、
七

・
一
一
九

五
の
左
注

の
藤
原
卿
が
宇

合

の
弟

、
麿

の
こ
と
で
あ
る
と

い
う

『
萬
葉
集

全
註
釈
』

の
説

の
確
認
、
が

あ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
割
愛
「さ

せ
て
い
た
だ
く
。

宇

合
は
万
葉

集

に
歌
六
首

(
一
・
七

二
、

三

・
三

一
二
、
八

・

一
五
三
五
、
九

・
一
七

二
九
、

一
七
三
〇

、

一
七

三

一
)
を
残

し
、

『
懐
風
藻
』

に
も
詩

六
篇

を
、
叉

『
経
国
集
』

に
も

一
篇
を
留
め

て
い
る
。
ま
た

『
尊

卑
分
脈

』

の

「
宇
合

卿
伝
」

に
は

器
宇
弘
雅

。
風
範
凝
深
。
博

覧
二
墳

典

一。
才
兼
二
又
文
武

三
矢
。
錐
レ
経

二
営
軍
国
之
務

一
。

特

留
二
心
文
藻

一。

天
平
之
際
。
独
為
二

翰
墨

之
宗

一。
有
二
集

二
巻

一
。
猶
伝

也
。

と
あ
り
、
文
学

の
方
面

に
も
造
詣

の
深

か

っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
万
葉
集
中

の
宇
合

の
歌
そ
め
も

の
か
ら
、
宇
合

に
は
風
雅

の

一
面

も
あ
り

(
一
・
七

二
)
、
又
漢

詩

の
み
な
ら
ず
和
歌

に
も
カ
を
入
れ

て
作

っ
て
い
る
こ
と

〔
例
え
ば
漢
詩

の
句
法

を
採

入
れ

る

(
三

・
三

=

一)
、
女

の
立
場

に
立

っ
て
歌

を
創
作
す

る

(
八

・
一
五
三

五
、
九

・
一
七
三
〇
)
、
入
麿
歌

集
、
作
者
未
詳

歌
等

に
学

び
そ
れ

(注
2
)

 を
頭

に
お

い
て
よ
む

(
九

・
一
七
三
〇
、

一
七
三

一
)
等
〕

は
既

に
指
摘

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
.更

に
字
合

の

暁

の
夢

に
見
え

つ
つ
梶
島

の
磯
越

す
波

の
し
き

て
し
思

ほ
ゆ

(
九

・
一
七

二
九
)

は
巻

七

「
鵡
旅
作

」
中

、
即
ち
古
集
中

に
次

の
よ
う

な
類
歌

が
あ
る
。
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夢
「の
み

に
継
ぎ

て
見
え

つ
つ
小
竹
島

の
磯
越

す
波

の
し
く

し
く
思

ほ
ゆ

(
七

・
一
二
三
六
)

以
上
宇
合

が
文
雅

の
士

で
あ

っ
た

こ
と
、
漢
詩

の
み
な
ら
ず
和
歌

に
も
カ
を
入
れ
、
す
ぐ
れ

た
旅

の
歌

を
残

し
、

し
か
も

そ

の
類
歌

が
古
集
中

に
あ
る
こ
と
、
更

に
は
宇
合

の
第

で
あ
る
麿
が
古
集
中

に
七
首

も

の
歌

(
七

。
=

一
一
八
～

一
二
二
二
、

一
一
九
四
、

一
一

九

五
)

を
留

め
て
い
る
こ
と
等

か
ら
、
宇
合

の
歌

が
古
集
中

に
留
め
ら
れ

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
先
ず
確
認

し
て
お
ぎ
た

い
。

具
体

的
に
歌

を
指
摘

す
る
前

に
、
宇

合

の
略
歴
を

『
続

日
本
紀
』

に
よ

っ
て
記

し
て
お
き
た

い
。

○

霊
亀

二
年

(
七

一
六
)
八
月
†

日
ヲ

ス

ト

正
六
位
下
藤
原
朝
臣
馬
養
為

二
副

使

一。
(遣
唐
副
使
)

○
養
老

二
年

(七

一
八
)
十

二
月

十
三
日

多
治
比
真

人
縣
守

等
自

二
唐
国

一至
。

(帰
国
)

○

養
老
三
年

(七

一
九
)
七
月
十
三

日

ム

ヲ

シ
テ

セ

ヲ

令

三
常
陸
国
守

正
五
位
上
藤
原
朝
臣
宇
合

管
二
安
房
。
上
総
、
下
総

三
国

一
。

○
神
亀

元
年

(
七
二
四
)
四
月
七

日

ヲ

ト

メ
ナ
リ

を
ン
ぬ

ノ

ヲ

以
二
式
部

卿
正

四
位
上
藤
原
朝
臣

宇
合

一為
二
持
節

大
将

軍

一。
…
…
…
為
レ
征
二
海
道

蝦
夷

一
也
。

○
神
亀

元
年
十

一
月
+
五
日

シ
テ

ロ

ニ

セ
シ

ム

ヲ

遣
二内
舎
入
於
近
江
国
」
。
偲
二労

持
節
大
使
藤
原
朝
臣
宇
合
一。

○
神
亀
元
年
十

一
月
十
九
日

ス

征
夷
持
節
大
使
正
四
位
上
藤
原
朝
臣
宇
合
。
鎮
狭
将
軍
従
五
位
上
小
野
朝
臣
牛
養
等
来
帰
。

○
神
亀
三
年

(七
二
六
)
十
月
廿
六
日
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ヲ

ス

ト

以
二式
部
卿
従
三
位
藤
原
朝
臣
宇
合

一。
為
二知
造
難
波
宮
事
一。

○
天
平
四
年

(七
三
ε

八
月
十
七
日

ヨ

ス

ト

従

三
位
藤
原
朝

臣
宇
合
為
二
西
海
道
節
度

使

一。

○

天
平
九
年

(
七
三
七
)
八
月

五
日

参
議

式
部
卿
兼

大
宰
帥

正
三
位
藤
原
朝
臣
宇
合
亮
。

こ
の
宇
合

の
略
歴

と
、
七

・
一
=
ハ
一
か
ら

一
一
八

四
ま

で
の
歌

の
配
列
順
序

と
は
か
な

り
よ
く

見
合

っ
て
お
り

、
し
か
も
歌

の
内

容

そ

の
も

の
か
ら

い

っ
て
も
宇

合

の
作

で
あ
る
と
推
定

で
き
る

の
で
は
な

い
か

と
思
う
。
後

ろ
か
ら
順

に
湖

っ
て
考
察

を
進

め
て
い
き

九
い
。朝

霞
や
ま
ず
朔
引
く
龍
田
山
船
出
せ
む
日
に
わ
れ
恋
ひ
む
か
も

(
七

・
=

八

一
)

海
人
小
舟
帆
か
も
張
れ
る
と
見
る
ま
で
に
靹

の
浦
廻
に
波
立
て
り
見
ゆ

(
七

・
一
一
八
二
)

ま
幸
く
て
ま
た
還
り
見
む
大
夫
の
手
に
巻
き
持

て
る
靹
の
浦
廻
を

(七

・
一
一
八
三
)

鳥
じ
も
の
海

に
浮
き
ゐ
て
沖

つ
波
さ
わ
く
を
聞
け
ば
あ
ま
た
悲
し
も

(七

・
一
一
八
四
)

こ
の
部
分
は
天
平
四
年
八
月
十
七
日
宇
合
が
西
海
道
節
度
使
と
し
て
九
州

へ
下

っ
た
時
の
作
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
そ
う
考
え
る
理
由

は
、
先
ず
地
名
が
龍
田
山
、
靹
の
浦
の
順
序

に
現
れ
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
当
時
九
州

へ
下
る
道
順
は
巻
十
五
の
遣
新
羅
使

一
行

の
歌

に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
。
即
ち
奈
良
か
ら
生
駒
山
或
は
龍
田
山
を
越
え
て
難
波
に
出
、
そ
こ
か
ら
船
で
瀬
戸
内
海

の
山
陽
道
寄
り
を
行
く

の
が

一
般
的
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
龍
田
山
、
靹

の
浦
と
い
う
地
名
の
現
れ
方
は
そ
の
コ
ー
ス
と

一
致
す
る
の
で
あ
る
。
更

に
こ
れ

ら
の
歌
と
宇
合
と
を
結
び

つ
け
る
資
料
が
万
葉
集

に
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は

四
年

(天
平
)
壬
申
藤
原
宇
合
卿
、
遣
二西
海
道
節
度
使
一之
時
、
高
橋
連
轟
麿
作
歌

一
首
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白
雲

の

龍
田

の
山

の

露
霜

に

色
づ
く
時

に

う
ち
越
え

て

旅

行
く
君

は

五
百
重

山

い
行

き
さ
く

み

敵
守

る

筑

紫

に
至
り

…
…
…

冬
ご
も
り

春
さ
り
行

か
ば

飛
ぶ
鳥

の

早
く
来

ま
さ
ね

龍

田
道

の

丘

辺
の
道

に

丹

つ
つ
じ

の

薫

は
む
時

の

桜
花

咲
き
な
む
時

に

山
た
つ

の

迎

へ
参
出

む

君

が
来

ま
さ
ば

(
六

・
九

七

一
)

か

つ
て
宇
合

が
常
陸
守

で
あ

っ
た
時
親
交

の
あ

づ
た
高
橋
轟
麿
が
、
宇

合

の
西
海
道
節
度
使

と
し
て

の
西
国
下
向

に
際

し
て
、
露
霜

で
色
付

い
て
い
る
龍

田
山
を
越
え

て
九
州

に
下
り
無

事
任
務
を
果
し

て
、
来
年
春

が
や

っ
て
来

て
龍

田
道

に
丹

つ
つ
じ
や
桜
花

が
咲
匂

う
時

に
元
気

で
戻

っ
て
ぎ

て
欲

し
い
、

と
別
れ

の
歌
を
送

っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ

の
歌

に
接

し
て
宇
合

の
歌
こ

こ
ろ
が
刺
激

ざ
れ
な

い
筈
は
な

い
。
轟
麿

の
歌

に
呼
応
す

る
か
の
よ
う

に
七

・
=

八

一
の
歌

を
歌

っ
た

の
で
あ

ろ
う
。
又

一
一
八

三
に
も
西
海
道
節
度
使

と
し

て
赴
く
武
人
宇
合

の
大
夫

心
の

一
片
が
窺
わ
れ
る
。
「
大
夫

の
手

に
巻
ぎ
持

て
る
」
は

■
靹
」

に
懸

る
序

に
過
ぎ
な

い
と
は

い
え
、

前
掲
轟
麿

の
歌

の
反
歌

千
萬

の
軍

な
り

と
も
言
挙
げ
ぜ
ず
取
り

て
来
ぬ

べ
き
男

と
そ
思

ふ

(
六

・
九
七

二
)

と
い
う
言
葉
、
更

に
は
そ
れ

に
続
く
聖
武
天
皇

の

大
夫

の
行
く

と
ふ
道

そ
お

ほ
ろ

か
に
思

ひ
て
行
く
な
大
夫

の
伴

(
六

・
九
七

四
)

と
い
う
大
夫

心
を
振
立

た
せ
る
よ
う
な

言
葉

と
相
呼
応
す

る
も

の
で
あ

る
。

以
上

に
よ

つ
て
七

・
一
一
八

一
か
ら

一
一
八
四
ま

で
は
、
天
平

四
年

の
宇
合

の
西
国
下
向

の
折

の
歌

と
考
え
る

こ
と
も

出
来

そ
う
で

あ
る
也

次

に
も
う

一
段
湖

っ
て
七

・
一
一
七
八
か
ら

一
一
八
〇

ま
で
の
三
首

に

つ
い
て
考
え

て
み

た
い
。

印
南
野
は
行
き
過
ぎ
ぬ
ら
し
天

つ
た
ふ
日
笠

の
浦

に
波
立

て
り
見
ゆ
幽
獣
紙
醐
駅
ガ
脇
囎
江

(
七

・
一

一
七
八
)

家

に
し
て
わ
れ
は
恋

ひ
む
な
印

南
野

の
浅
茅

が
上

に
照
り
し
月
夜
を

(
七

・
一
一
七
九
)
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荒

磯
越

す
波
を
か
し

こ
み
淡
路
島

見
ず
か
過
ぎ
な
む

こ
こ
だ
近
ぎ
を

(
七

・
一
一
八
〇
)

こ

の
歌
を
私

は
神
亀
三
年

十
月

の
印
南
野
行
幸

の
際

の
宇

合

の
歌

と
考
え

る
。
先
ず
印
南
野
行
幸

の
記
事
を

『
続

日
本
紀
』

か
ら
拾

っ
て
み

る
と

○
行

一一幸

播
磨
国

印
南
野

一。

(神
亀
三
年
冬
十
月
七
日
)

○
至

二
印
南
野
邑
美
頓
宮

一
。
(同
+
月
+
日
)

○
行

還
至
二
難
波
宮

一。
(
同
+
月
+
九
日
)

○

以
二
式
部

卿
従

三
位
藤
原
朝
臣
宇
合

一。
為

二
知
造

難
波
宮
事

一。

(同
+
月
廿
六
日
)

○

車
駕
至
レ
自
二
難

波
宮

一。

(同
+
月
廿
九
日
)

こ
れ

に
よ
れ
ば
印
南
野
行

幸
は
、
単

に
印
南

野

へ
の
遊

行
で
は
な
く

、
難
波
宮
造
営

と
深
く
関
わ

っ
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ

る
。
宇

合

は
十
月
廿
六

日
に
知
造
難

波
宮
事

に
任
命
さ
れ

て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
、
印
南

野
行
幸

に

つ
き
従

っ
た
こ
と
は
間
違

い
な

い
。

さ
て

一
一
七
八
、

一
一
七
九

は
印
南
野
、

日
笠
浦
、

一
一
八
〇

は
淡
路
島

が
よ
み

こ
ま
れ
て

い
る
。
こ

の
三
首

は
印
南
野

の
西
端

を
船

で
出

て
印
南
野
を
行
過
ぎ

(
一
一
七
八
)
、
日
笠
浦

の
近

く
を
通

り

(
一
一
七
八
、

一
一
七
九
)
、
淡

路
島

を
過

ぎ

(
一
一
八
〇
)
難
波

に
到

る

コ
ー
ス
の
途
中

で
よ
ま
れ
た
も

の
と
思
う
。

そ
し
て
こ
こ
で
も
又
、

こ
の
三
首
が
神
亀

三
年

の
印
南

野
行
幸

の
折

の
歌

で
あ
る
と
い

う
推
定
を
可
能

に
す
る
歌
が
あ
る
。
即

ち

三
年

(神

亀
)
丙
寅
秋

九
月
十
五
日
幸

二於

播
磨
国
印
南

郡

一蒔
、
笠
朝
臣
金
村
作
歌

一
首

六

・
九

三
五
、
九
三
六
、
九
三
七

(略

)

山
部
宿
祢
赤
人
作
歌

一
首

六

・
九

三
八
、
九
三
九

(
略
)
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印
南

野

の
浅
茅
押

し
な

べ
さ
寝

る
夜

の
日
長
く
あ
れ
ば
家

し
偲

は
ゆ

(
六

・
九
四
〇
)

明

石
潟
潮
干

の
道

を
明
日
よ
り
は
下
咲
ま
し
け
む
家
近
づ

け
ば

(
六

・
九
四

一
)

で
あ
る
。
七

・
一
一
七
九
は
、
従

駕
歌

人
山
部

赤
人
が
晴

の
場

で
歌

っ
た
こ
れ

ら
の
歌

の
中

の
、
六

・
九

四
〇

に
触
発

さ
れ

て
よ
ま
れ

た
も

の
で
あ
ろ
う

。
印
南
野
を

い
よ

い
よ
行
過

ぎ
る

に
当

っ
て
、
そ
れ

を

「
押

し
な

ぺ
」

て

「
日
長
く
」
宿

っ
た
印
南

野
の
浅
茅
、

そ

し
て
そ

の
浅
茅

の
⊥

に
夜
毎

に
こ
う

こ
う
と
照

っ
て
い
た
月
を

思
出

し
て
よ
ん
だ

の
で
あ
る
。
赤
人

が
頻
り

に
家
を
偲
び
家

が
近
づ
く

こ
と
を
喜

ん

で
い
る

の
と
同
じ
く
、

一
一
七
九

の
作
者

も
又
尿

に
大

き
な
関

心
を
寄

せ
て
い
る
。

次

に
や
や
問

題

に
な
る

の
は
、
赤
人

の
歌

に

「
明
石
潟

潮
干

の
道

」
と
あ
る
こ
と
か
ら

し
て
行
幸

の

一
行

は
陸
路

を
辿

っ
た
も

の

と
思
わ
れ
る

の
に
、

日
一
七
八
～

一
一
八
〇

の
作
者

は
海
路

を
通

っ
て

い
る
こ
と
で
あ

る
。

こ
れ

は
や
は
り
印
南
行
幸

が
印
南
野

へ
行

く
こ

と
の
み
を
目
的

に
し

て
い
た

の
で
は
な
く
、
難

波
宮
造
営

の
為

に
難

波

へ
立
寄

る
こ
と
を
も
う

ひ
と

つ
の
目
的

と
し
て
い
た

こ
と

に
関
連

が
あ
り
そ
う

で
あ

る
。
宇
合

が
知
造
難

波
宮
事

に
正
式

に
任
命

さ
れ
た

の
は
十
六
日
で
は
あ
る
が
、
行
幸
時

に
は
既

に
内
定

し

て

い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ

で
天
皇

一
行

が
難

波

に
到
着

す
る
前

に
色

々
な
準
備

の
た
め
に
、
将
来

の
知
造
難
波
宮
事

で
あ
る
宇

合

と
し

て
は

一
足

先

に
難
波

へ
行

っ
て
い
る
必
要

が
あ

っ
た

の
で
あ
る
。
そ
こ
で

一
行

と
は
別

に
船

で
難
波

へ
向

っ
た

の
で
あ
ろ
う
、

そ
し

て
こ
う
想

像
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
陸
路
、
海
路

の
違

い
の
問
題

は
解
決

す
る
し
、
逆

に
こ

の
相
違

が

こ
の
三
首

の
歌

の
作
者

が
宇

合

で
あ
る
こ
と
を
示
す
証
拠

と
も
な
り
得

る
の
で
は
な

い
か
。

更

に
も
う

一
展
湖

っ
て
七

.
一
一
六
九

か
ら

一
一
七
七
ま

で
の
歌
群

に

つ
い
て
考

え

て
み
た
い
。
私

は

こ
の

一
群

の
歌
を
神
亀

元
年

宇

合

が
持

節
大
将
軍

と
し

て
海
道

(
宮
城
県
東
北
部

の
海
岸
地
帯
)

の
蝦
夷
征
伐

に
遠

征
し
た
時

の
歌

で
あ
ろ
う

と
推

定
す

る
。
道

順

と
し

て
は
、
都

か
ら

山
科
を
通
り
現
在

の
大
津

に
出

、
琵
琶
湖
東
岸

を
通

っ
て
(
一
一
六
九
～

一
一
七

ご
)
、
不

破
を
越

え
吉
蘇
路

を
湖

り
、
途

中
飛
騨
国
府

に
寄
り

(
一
一
七

三
)
松

本

へ
出
、
碓

氷
峠
を
越

え

て
海
道

に
到
り
、

そ
こ

で
蝦
夷
征

伐
を
行

な

い
、
帰
路

は
鹿
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島
崎

(
一
一
七

四
)
、

海
上
潟

(
一
一
七
六
)
を
通

っ
て
足
柄

の
箱
根
[を
越

え

(
一
一
七

玉
)
近
江

に
出
、
そ

こ
か
ら
若
狭

へ
足
を
伸

ば

し

(
一
」
七
七
)
都

へ
戻

っ
た
も

の
と
思
わ
れ

る
。
尚

一
一
七
五
、

一
一
七
六

に
関

し
て
、
現
存

古
写
本

で
は
そ
の
順
序

に
乱
れ

が

あ

る
が
、
元
暦
校
本

に
従

っ
て

一

一
七
六
、

=

七

五
の
順
序

が
正
し

い
と
考
え

る
。
先
ず

七

・
一
=
ハ
九
～

一
一
七

二
の
近
江
歌
群

の
検
討

か
ら
始

め
た
い
。

近
江

の
海
湊

は
八
十
あ
り

い
つ
く

に
か
君
が
船
泊

て
草
結
び
け
む

(
七

・
一
一
六
九
)

さ
さ
な
み

の
連
庫
山

に
雲
居
れ
ば
雨
そ
降

る
ち
ふ
帰

り
来

わ
が
背

(
七

・
一
一
七
〇

)

大
御
船
泊

て
て
さ
も

ら
ふ
高
島

の
三
尾

の
勝

野

の
渚

し
思
ほ
ゆ

(
七

・
一
一
七

一
)

何
威

に
か
舟
乗

し
け

む
古
阿
島

の
香
取

の
浦
ゆ
漕
ぎ
出
[来

る
船

(
七

・
一
一
七

二
)

こ

の
歌
群
を

み
て
気
付

く
こ
と
は

「
君
が
船
泊

て
草
結
び
け
む
」

「
大
御
船
泊

て
て
さ
も

ら
ふ
…
渚

し
思

ほ
φ
」

と
い
う
詞
句

で
あ

る
。

「
大
御
船
」

は
諸
注

が
説
く
様

に
天
皇

の
大
御
船

で
あ

ろ
う

。
と
す

れ
ば

一
一
六
九

の

「
君
が
船
」
も
天
皇

の
船

と
考
え

て
も

よ

い
。

で
は
こ

の
四
首

は
何

れ

の
御
時

に
か

の
行
幸

の
際

の
歌

で
あ
ろ
う

か
。
し
か
し

「
何
慮

に
か
…
け

む
」

で
あ
り

「
泊

て
て
さ
も

ら

ふ
…
渚

し
思

ほ
ゆ
」

で
あ

っ
て
、
現
在

の
行
幸

の
模
様
を
歌

つ
た

の
で
は
な
く
過

去

の
事
実

(
行
幸
)

の
回
想

で
あ

る
。

一
一
七

一
の

「
さ
も
ら
ふ
」

は
現
在
形

で
あ
る
が
、
万
葉
集
中

に
は
三

・
一一
五
七

の

「
遊
ぶ
船

」

の
如
く
現
在
形

で
過
去

の
事
実
を
現
わ

し
た
例

が

あ
る

の
で
、

こ
こ
も

「
さ
も
ら

っ
て

い
た
」

の
意

に
と

っ
て
差
支
え
な

い
。

で
は
何
時

の
行
幸

の
回
想

で
あ
ろ
う

か
。
こ

の
歌
群

が
神

亀

元
年

の
宇
合

の
作

で
あ
る
と
考
え

て
い
る
私

に
と

っ
て
好
都
合
な

こ
と
に
、
養
老
元
年
九
月

に
美
濃
行
幸

が
行
わ

れ
て

い
る
。

以
下

美

濃
行
宰

に
関

す

る

『
続

日
本
紀
』

の
記
事
を
適

当
に
抜

出
す
と

ス

ニ

○
天
皇
行
二
幸
美

濃
国

一。

(養
老
元
年
九
月
十

一
日
)

テ

テ

ニ

ム

ヲ

ハ

ヨ
リ

カ
タ

ハ

む
ウ

カ
タ

ハ

ヨ
リ

む
タ

レ
チ

ニ

ヱ

○
行
至
二近
江
国
}、
観
二望
淡
海
一。
山
陰
道
伯
書
以
来
。
山
陽
道
備
後
以
来
。
南
海
道
讃
岐
以
来
。
諸
国
司
等
詣
二
行
在
所

一、
奏
二
土

26



藤原宇合 と古集

ノ
風

歌
舞

一。

(同
九
月
十

一一日
)

ル

ニ

○

至

二
美

濃

国

一。

(同

九
月
十
八
日
〉

シ

ニ

ヲ

○
幸

二
當
【者

郡

一。
覧

二
多

度

山
美

泉

一。

(同
九
月
廿
日
)

テ

リ

ニ

○
還

至

一一近

江

国

一
。

(
同
九
月

十
七
日
)

ル

ニ

○

車
-駕

還

レ
宮

自

(同
九
月
+
・八
日
)

ク

ニ

ニ

ヲ

○
授
二
美
濃
守
従

四
位
下
笠
朝
臣
麻
呂
従

四
位
上
。

介

正
六
位
下
藤
原
朝
臣
麻

呂
従
五
位
下

一。
(
同
十

一
月
+
七
日
)

行
き
も
帰
り
も
都

と
近
江
間

の
所
要

日
数

が

一
日
と
い
う
行
幸

の
早

さ
か
ら

い
け
ば
、
近
江
か
ら
美

濃
国
不

破
行
宮
ま

で
の
所
要

日

数

は
せ

い
ぜ

い

二
日
で
あ

る
。

と
こ
ろ

が
今

の
揚
合
、
近

江
か
ら
美
濃

国
ま
で
六
日
か
か

っ
て
い
る
。

と
い
う
こ

と
は
十

二
日
の
条

に

「
観
二
望
淡
海

一…
・…
;
詣
二
行
在
所

一
。
奏

二
土
風
歌
舞

一。
」
と
あ
る
様

に
淡
海
湖
畔

で
宴
を
開

い
た
り
、
湖
を
遊

覧

し
て
い
た
こ
と
を
意

味
す

る
も

の
と
思
わ
れ

る
。

「
何
庭

に
か
君

が
船
泊

て
草
結
び
け
む
」

と
か

「
大
御
船
泊

て
て
さ
も
ら

ふ
…
渚

し
思
ほ
ゆ
」

と
か

は
、

そ
の
時

の
盛
大

な
行
幸

の
様
子

の
回
想

で
あ

ろ
う
。

と
こ
ろ

で
そ

の
当

時
、
宇

合
は
遣
唐
副
使

と
し
て
唐

へ
渡

っ
て

い
る
。
従

っ
て
美

濃
行
幸

に
は
参

加
し

て
い
な

い
。
と
こ
ろ
が
宇
合

の
弟
、
麿

は
当
時
美
濃
介

で
あ
り
美
濃
行
幸

の
際

に
は
大
活
躍

を
し
た
筈

で
あ
る
。

そ

の
活
躍

が
認
め
ら
れ

て
十

一
月
十
七
日

に
美

濃
守

と
共

に
位
を
賜
わ

っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ

の
事
実

は
次

の
よ
う

な
想
像

に
導
く
。

即
ち
美

濃
行
幸

の
際
、
行
幸

の
立
役
者

と
し
て
活
躍

し
行
幸

の
様

子
を
具

に
見
聞

し
た
麿

は
、
や
が

て
唐
か
ら
戻

っ
た
宇

合

に
そ

の
盛

時

の
様
子
を
語

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
七
年

後

の
神
亀

元
年

四
月
、
天
皇

の
命
を
う

け
て
東
国

へ
下
る
宇

合
は
近

江

の
海

に
さ
し

か
か

っ
た
時
、
弟

の
麿

か
ら
聞
い
て
い
た
美
濃
行
幸

の
こ
と
を
思
出
し

て
歌
を

よ
ん
だ

の
で
あ
ろ
う
。

「
何
庭

に
か
君
が
船
泊

て
草
結

び
け
む
」
は
、
行
幸

に
参
加

し
は
し
な
か

っ
た
が
行
幸

の
盛
時

の
模
様

は
聞

い
て
い
た
者

の
言
葉
使

い
で
あ

る
。
尚
、
宇
合

と
麿

と
の

聞
に
親

交
が
あ

つ
た
こ
と
は

『
懐

風
藻
』
中

の
詩

「
暮
春
於
弟
園
池
置
酒
。

一
首

。
」

に
よ

っ
て
知

ら
れ
る
。

こ

の
弟
園
池

と
は
宇
合
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の
宅

の
池

の
こ
と
で
あ

り
、
麿
は
度

々
宇
合

の
宅
を
尋
ね
風
流
を
楽

し
ん
だ
も

の
と
思
わ
れ
る
。

残
り

の

二
首

の
う
ち

一
一
七
〇

は
女

の
立
場

で
よ
ま
れ
た
相
聞
歌
的

な
歌

で
あ
る
。
し
か
し
前
述

の
よ
う

に
宇
合
は
女

の
立
場

に
立

っ
た
歌
を
創

作
す

る
こ
と
も
や

っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
宇

合

の
創
作
歌

で
あ
る
と
考
え

て
も
全
く
構

わ
な

い
。

さ

て
琵
琶
湖
岸
を
北
進

し
た

一
行
は
、
不
破

を
越
え

て
松
本

へ
向

っ
た
も

の
と
思
わ
れ

る
。
途
中
飛
騨
国
府

へ
寄

っ
た
時

の
歌

が

一

一
七
三

で
あ

る
と
思
わ
れ

る
。

飛
騨
人

の
真

木
流

す
と
ふ
丹
生

の
川
言

は
通

へ
ど
船

そ
通

は
ぬ

(
七

・
=

七
三
)

宇
合

が
飛
騨

国
府

へ
寄

っ
た
と
す
る

の
に
は
詳
し
い
説

明
を
要
す

る
が
今

は
、
①

地
理
的
、
②
内

容
的
、
③

歴
史
的

な
面
か
ら
要

点

の
み
を
記
す

に
留

め
る
。

①

田
辺
爵

氏

の
御
研
究

に
よ
れ
ば

、
稲
銅
六
年
、
国
防

と
奈
良

の
新

都
守
備

(
具

体
的

に
は
東
国

の
蝦
夷

の
鎮
定
、
諸
国

の
巡
察
)
を

そ

の
目
的

の
ひ
と

つ
と
し
て
開
通

し
た
吉
蘇
路

は
、
古
代
広
く
使
わ
れ
て

い
た
東
山
道

よ
り
も

か
な
り
飛
騨
国
側

を
通

り
、
特

に
藪
原

か
ら

は
祢
宜
原
、

五
月

日
、
境
峠

、
寄
合
渡

、
奈
川
渡

、
島

々
、
松

本
と
ぐ

ん

と
飛
騨
国
よ
り

の

ユ
ー
ス
を
と

っ
て
お
り
、
又
こ

の
道

(
注
3
)

が
よ
く
利
用
さ
れ
た
の
は
養
老
五
年
か
ら
天
平
三
年
ま
で
の
十
年
闇
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
宇
合
が
持
節
大
将
軍
と
し
て
東
国

へ
下

う
た
の
は
神
亀
元
年

で
あ
る
か
ら
、
ま
さ
に
吉
蘇
路
が
利
用
さ
れ
て
い
た
時
期

に
属
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
吉
蘇
路
開
発
の
目

的
の
ひ
と
つ
が
東
国
の
蝦
夷
鎮
定
そ

の
も
の
に
あ

っ
た
の
だ
か
ら
、
宇
合

の

一
行
は
当
然
吉
蘇
路
を
利
用
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
宇

合
が
吉
蘇
路
を
通

っ
た
と
す
れ
ば
、
地
理
的
に
言

っ
て
飛
騨
国
府

へ
行
く
可
能
性
は
あ
る
の
で
あ
る
。

②

一
一
七
三
は
勿
論
実
景
を
よ
ん
で
い
る
の
で
は
あ
る
が
、

山
上
臣
憶
良
七
夕
歌
十
二
首

風
雲
は
二
つ
の
岸

に
通

へ
ど
も
わ
が
遠
妻
の
言
そ
通
は
ぬ

(八

・
一
五
一=

)
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の
如
き
七
夕
歌

(伝
説
)
を
そ

の
背
後
に
意
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

『懐
風
藻
』
か
ら
、
当
時
奈
良
朝
詩
壇
を
形
成
し
て
い
た
人

々
は
七
夕
詩
を
多
く
作

っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
奈
良
朝
詩
壇
を
形
成
す
る
有
力
な

一
人
で
あ

っ
た
宇
合
が
、
七
夕
歌
を
背
後
に
意

識
し
て
こ
の

一
一
七
三
を
よ
ん
だ
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
。

③
こ
の
神
亀
元
年

の
蝦
夷
征
伐
は
、
そ
の
遠
征
期
間
か
ら
し
て
も
、
又
二
度
に
渡

っ
て
将
軍

(軍
団
)
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

し
て
も
前
後
に
類
を
み
な
い
大
規
模
な
も

の
で
あ
っ
た
。
従

っ
て
普
毅
は
召
集
さ
れ
な
い
飛
騨
の
軍
団
ま
で
も
今
回
は
必
要

と
さ
れ
、

軍
団
要
請
の
為
に
宇
合
が
飛
騨

に
足
を
伸
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
。
或
は
飛
騨
の
匠
の
要
請
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
海
道

で
任
を
果
し
た
宇
ム
ロ
の

一
行
は
帰
路
は
東
海
道
を
通

っ
た
ら
し
い
。

霰
降
り
鹿
島

の
崎
を
波
高
み
過
ぎ
て
や
行
か
む
恋
し
き
も
の
を

(七

・
一
一
七
四
)

夏
麻
引
く
海
上
潟

の
沖

つ
洲
に
鳥
は
す
だ
け
ど
君
は
音
も
せ
ず

(七

・
一
一
七
六
)

足
柄

の
箱
根
飛
び
越
え
行
く
鶴
の
と
も
し
き
見
れ
ば
倭
し
思
ほ
ゆ

(七

・
一
一
七
五
)

鹿
島
、
海
上
潟
を
通
り
足
柄

の
箱
根
を
越
え
不
破
を
越
え
て
近
江
に
到
り
、
そ
こ
で
朝
廷
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
内
舎
人
の
慰
労
を
う
け

た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
足
柄

の
箱
根
を
越
え
不
破
を
越
え
て
近
江

に
到
る
道
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
や
や
時
代
は
下
る
が
天
平
勝
宝
七
年

常
陸
国
か
ら
召
集
さ
れ
た
防
人
の

一
行
が
同
じ

ユ
ー
ス
を
と

っ
て
い
る

(
二
十

・
四
三
七
二
)
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
と
こ
ろ
で

一
一
七
四
で
、

「
波
高
み
過
ぎ
て
や
行
か
む
恋
し
き
も
の
を
」
と
歌

っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
何
が
恋
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
鹿
島
崎

が
風
光
明
媚
で
あ

っ
た
為
と
言

う
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、
宇
合
に
即
し
て
言
え
ば
も
う
少
し
具
体
的

に
状
況
が
と
ら
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
鹿
島
崎
は
常
陸
国
に
属
し
て
い
る
。
か

つ
て
常
陸
守
で
あ

う
た
字
合
が
鹿
島
崎

へ
足
を
運
ば
な
か

っ
た

筈
が
な
い
。

「
恋
し
き
」
と
は
過
去

(常
陸
守
時
代
)

へ
の
懐
し
さ
で
あ
り
、
当
時
よ
く
足
を
運
ん
だ
鹿
島
崎

へ
の
恋
し
さ
で
あ

っ
た

の
で
は
な
い
か
。
宇
合
に
と

っ
て
鹿
島
崎
は
過
ぎ
し
日
に
つ
な
が
る
、
懐
し
さ
の
対
象

で
あ

っ
た
。
そ
れ
故
に
鹿
島
崎
を
行
過
ぎ
難
か
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っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
次

の

一
一
七
六

に
は
東
歌

に
類
歌

(
十
四

・
三
三
四
八
)
が
あ
り
、
東
歌

と
宇
合
と

の
関
係

を
考

え
る
手
が
か
り

に
な

る
か
も
し
れ
な

い
.
次

の

一
一
七
五
は
、
足
柄

の
箱
根
を

一
足
先

に
い
と
も
簡

単

に
越
え

て
大
和

の
方

へ
飛
ん
で

い
く
鶴

を
み

て

よ
ん
だ
歌

で
あ

る
。

こ
う

し
て
不
破
を
越

え

て
や

っ
と
の
こ
と
で
近
江

に
着

い
た
宇
合
は
、
そ
こ
で
朝
廷

か
ら

の
内
舎
人

に
迎
え
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

と

こ
ろ
で
以
上

の
歌

の
後

に

若
狭
な

る
三
方

の
海

の
浜
清

み

い
往

き
還

ら
ひ
見
れ
ど
飽

か
ぬ
か
も

(
七

・
一
一
七
七
)

と
若
狭

の
歌

が
あ

る
の
は
何
故

で
あ
ろ
う

か
。
原
因

は
不
明

で
あ
る
が
、
次

の
事

実

に
ょ

っ
て
宇
合

が
近
江
か

ら
若
狭

ま
で
足

を
伸

し

た
時
間
的
可
能
性

は
あ

る
。
即
ち
前
述

の
様

に
宇

合
が
近

江

に
着

い
て
内
舎
人

に
慰
労
さ
れ
た

の
が
十

一
月
十
五
日

で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
奈
良

に

「
来
帰
」

し
た
の
は

二
十
九
日
で
あ
る
。
こ

の
間

十
四
日
あ
る
。
美
濃
行
幸

の
時

で
さ
え
も
都

か
ら
近
江

ま
で

は

一
日
行

程

で
あ
る
。

と
す

る
と
こ
の
プ

ラ

ン
ク
は
、
宇

合
が
近
江
か
ら
若

狭

へ
回

っ
た

こ
と
を
暗
示
し

て
い
る

の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
ま

た
、

こ
の
歌

の

「
浜
清

み
い
往

き
還
ら

ひ
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も

」

の
言
葉

使

、い
の
中

に
、
大
任
を
無
事
終
え

つ
つ
あ
る
・宇
合

の
心

の
寛
ぎ
を

よ
み
と
る
の
は
無
理

で
あ
ろ
う

か
。

以
上
に
よ

っ
て
七

・
一
一
六
九
～

一
一
七
七
は
、
神
亀

三
年

四
月
七
日
か

ら
十

一
月
廿
九

日
ま
で
の
持
節
大
将
軍
宇
合

の
東
国
遠
征

時

の
作

で
あ

る
と
考
え
る

の
で
あ
る
。

さ

て
そ
れ

で
は
も
う

一
段
階
潮

っ
て
七

・
一
一
六

一
～

一
一
六
八

の
歌

は
ど
う

か
。

家
離
り
旅

に
し
あ
れ
ば
秋
風

の
寒
ぎ
夕

に
雁
鳴

き
わ
た
る

(
七

・
一
一
六

一
)

圓
方

の
湊

の
渚

鳥
波

立

て
や
妻
呼

び
立

て
て
辺

に
近
づ
く
も

(
七

・
一
一
六

ご
)

年
魚
市
潟
潮
干

に
け

ら
し
知
多

の
浦

に
朝
漕
ぐ

舟
も
沖

に
寄

る
見
ゆ

(
七

・
一
一
六
三
〉
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潮
干

れ
ば
共

に
潟

に
出

で
鳴
く
鶴

の
聲

遠
さ
か
る
磯
廻
す
ら
し
も

(
七

・
一
=
ハ
四
)

夕
凪

に
漁
す

る
鶴
潮
満

て
ば
沖
波
高
み
己
が
妻
呼

ぶ

(
七

・
一
一
六

五
)

古

に
あ
り
け
む
人

の
求
め

つ
つ
・衣
に
摺
り
け
む
真

野

の
榛
原

(
七

・
一
一
六
六
)

漁
す

と
磯

に
わ
が
見

し
莫
告
藻

を

い
つ

れ

の
島

の
白
水
郎

か
刈

り
け
む

(
七

・
一
一
六
七
)

今
日
も
か
も
沖

つ
玉
藻

は
白
波

の
八
重

折
る
が
上

に
乱

れ

て
あ
る
ら
む

(
七

・
一
一
六

八
)

歌

に
現
れ
る
地
名

は
圓
方

、
年
魚
市
潟

、
知
多

の
浦

、
真
野

で
あ
り
、
松

阪

か
ら
船

で
出

て
東
海
道

を
下
る
道

筋

に
当
る

こ
と
、
季

節

が
秋

で

一
致

し

て
お
り
同

一
時

の
歌

で
あ
る
こ
と
か
ら

し
て
、
こ

の
歌
群

は
養
老

二
、
三
年

に
宇
合

が
常

陸
守

に
な

っ
て
東
国

へ
下

っ

た
時

の
歌

で
あ
る
と
思
う
。
服
部
宣
目美
子
氏

は
前
出

の
宇
台

の
歌
、
九

・
一
七

二
九
に
現

れ
る
「
梶
島
」
は
三
河

湾
に
浮

か
ぶ
梶
島

で
あ

る
と
推
定

さ
れ
た
。

こ
れ
は
宇

合
が
常
陸
守

と
し
て
東
国

へ
下
る
時

、
東
海
道

を
通

っ
た
と

い
う
推

定
を
可
能

な
ら
し
め
る
も

の
で
あ

(
注
4
)

(
注

5
)

る
.
但

し
以
上

の
推
定

は

一
一
六
六
の
真
野
を
豊
橋
市
東
部
か
ら
静
岡
県
浜
名

郡
湖
西

町

に
か
け

て
の
白
須
賀

の
野
と

い
う
説

に
よ

っ

て

の
こ
と
で
あ
る
。
も

し
真

野
を
通
説

の
如
く
神
戸
市

長
田
区

の
辺
り

と
と
る
な
ら
ば

、
常
陸
守

と
し
て
の
東
国
下
向

の
際

の
歌
は

一

一
六
五
ま
で
と

い
う

こ
と

に
な
る
。
そ

の
場
合

一
=
ハ
六
～

一
一
六
八
は
、
真
野

の
辺
り

へ
の
旅
行

の
際

の
歌
で
あ
る
と

い
う

こ
と
に

な
る
。
そ

の
記

事
は

『
続
日
本

紀
』

に
は
載

っ
て
い
な
い
が
、
摂
津
国

と
大
和

の
聞

の
官

吏

の
往
来

は
激
し
か

っ
た

の
で
あ

る
か
ら
、

宇
合
が
摂
津

に
赴

い
た
こ
と
も
不
自
然

で
は
な
い
。

以
上

に
よ

っ
て
、
七

.

一
=
ハ
一
～

一

一
八
四

の
歌

は
宇
合

の
作

で
あ
り

、
そ
れ
ら

は
養
老
年
中

の
常
陸
下
向
、

(真
野
行
)
、
神

亀

元
年

の
蝦
夷
征
伐
、
神

亀

三
年

の
印
南
野
行
幸

、
天
平

四
年

の
西
海
道
節
度

使
と
し
て

の
九
州
下
向
、

と
い
う
様

に
年
代
順

に
並

べ
ら

れ

た
も

の
で
あ

る
と
言
え

る

の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

.詔1



四
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今
ま
で
の
考
察

に
よ
っ
て
、
古
集
の
最
初
の
部
分

(七

・
一
一
六

一
～

一
一
八
四
)
は
宇
合

の
歌
で
あ
る
と
推
定
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
次

の
様
な
考
え
が
導
ぎ
出
さ
れ
る
。
即
ち
古
集
と
は
宇
合
が
編
集
し
た
歌
集
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
5
こ
と
で
あ
る
。
宇
合
が

折

々
に
接
し
た
旅
の
歌
を
集
め
、
そ
れ
に
自
作
を
年
代
順
に
並
べ
て
巻
頭
部

に
つ
け
加
え
た
も

の
で
あ
る
と
想
像
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
宇
合
が
古
集
を
編
集
し
た
可
能
性
は
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
先
に

「
宇
合
卿
伝
」
を
引

、い
て
述
べ
た
様
に
、
宇
合
は
翰
墨
之

宗
で
あ
り
、
文
藻

に
は
特
に
心
を
留
め
て
い
た
人
で
あ
る
。
更
に
こ
こ
で
重
要

な

こ

と

は
、

同
じ
く

「
宇
合
卿
伝
」

に

「
有
二集

二

巻

一。
猶
伝
也
。
」
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
こ
れ
は
漢
詩
文
集
で
あ
ろ
う
が
、
漢
詩
文
集

に
せ
よ

「
字
合
卿
集
」
と
い
っ
た
も
の
が

あ

っ
た
こ
と
が
分
る
。
こ
れ
は
自
撰
か
他
撰
か
審
ら
か
で
な
い
が
、
自
分
で
編
ん
だ
と
考
え
る
こ
と
も
充
分
可
能
で
あ
る
。

叉
宇
合
が
霊
亀
二
年
に
遣
唐
副
使
と
し
て
唐
に
渡

っ
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
大
陸
の
先
進
文
化
を
目
の
当
り
に
し
、
彩
し
い

量
の
書
物

(集
)
に
接
し
た
字
合
が
、
そ
れ
ら
に
い
た
く
刺
激
を
う
け
帰
国
[後
何
ら
か
の
形
で

「
集
」
を
編
纂
し
て
み
る
と
い
う
こ
と

が
あ

っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
大
宝
元
年
に
遣
唐
少
録
と
し
て
唐
に
渡

っ
た
山
上
憶
良
も
ま
た
万
葉
集
編
纂
の
重
要
な
資
料
と
な

っ
た

『
類
聚
歌
林
』
を
編
纂
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

更
に
宇
合
が
常
陸
風
土
記
並
び
に
九
州

の
風
土
記
の
編
述

に
関
与
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
秋
本
吉
郎
氏
の
御
指
摘

(
注
6

)

 に
ょ
れ
ば
、
宇
合

は
風

土
記
編
述

指
令
者

と
し
て
だ
け

で
な
く
自
ら
も
筆
を
執

っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
古
集

の
歌

に
は
九
州

の
地
名

も

多

い
こ
と
も
思

い
合

わ
さ
れ
る
。

こ

の
よ
う

に
漢
詩

文
集

の
編
纂
、
風
土
記

の
編
述

に
関
与

し
て
い
た
宇
合

が
、

こ
れ
ら

の
集

の
編
纂

の
手
す
さ
び

に

〃
旅

の
歌
集
〃

を
作

っ
た

と
考
え

る
こ
と
も
ま
た
充
分
可
能

で
あ
ろ
う
。
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更

に
も
う
ひ

と

つ
宇
合

と
古
集

と
と
を
結
び

つ
け
る
根

拠
が
あ
る
。
古
集

と

い
う
語

は
巻

七
の
こ
こ
の
他

に
も
う

一
箇

所
巻
九

に
出

て
く
る
。大

神

大
夫

任
二
長
門
守

一時

、
集
三
二
輪
河
辺

一宴
歌

二
首

九

・
一
七

七
〇
、

一
七

七

一

(
略
)

右

二
首

、
古
集

中
出
。

こ

の
大
神
大
夫

と
は
大

三
輪
高
市
麿

の
こ
と
で
あ
り
、
持
統
六
年

の
伊
勢

行
幸
を
諫
め

た
こ
と
で
有
名

な
入
で
あ
る
。
と

こ
ろ
で
、

『
懐
風
藻
』

に
も

こ

の
高
市
麿

の
こ
と
を

よ
ん
だ
詩

が

一
篇

あ
る
。
そ
れ
は

「
過
神
納
言

城
。

一
首

。
」

で
あ
る
。

内
容

は
や
は
り
伊

勢
行
幸
事
件

に

つ
い
て
よ
ん
だ
も

の
で
あ
る
。
諫
め
は
結
局
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
高
市
麿

は
官

を
辞

し
て
去

っ
た
。
そ

の
後
荒

果
て
た
彼

の
旧
居
を
訪

れ
た
作
者

が
、
そ

の
感
慨
を
述

べ
且

つ
、
叡
慮

に
よ

っ
て
高
市
麿

が
再
任
さ
れ
る
よ
う

に
と

の
願

い
を
述

べ
た
も

の
で
あ

る
。
『
懐
風
藻
』

の
詩

の
多
く

が
宴

の
席

の
歌

と
か
、
従
駕

の
歌
と
か

で
あ
る
中
で
こ
う
い

う
た
種

の
歌

は
珍

し

い
。
こ

の
詩

の
作
老

は

高
市
麿

の
こ
の
事
件

に
余
程
強

い
印
象
を
受
け

て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
と

こ
ろ
が

こ
の
詩

の
作
者

は
藤

原
麿

な

の
で
あ
る
。
と
す
る
と

九

.
一
七

七
〇
、

一
七
七

一
の
高
市
暦
関
係

の
歌
を
記
し
留

め
て
お

い
た

の
も
高
市
麿

に
甚
.く
関

心
を
寄
せ
て

い
た
麿

の
仕

業

で
は
な

い
か

と
い
う
想
像

が

つ
く

(
高
市
麿

は

一
旦
官

を
辞
し

て
後
、
再

任
さ
れ
る

の
で
あ
る
が

『
続

日
本
紀

』
で
見
る
限

り

こ
の
長
門
守

就

任
が
再
任

の
最
初

で
あ

る
。
位
が
従

四
位
上

で
あ
り
な
が
ら
長
門
守

と
い
う

の
は
栄
誉

な
職

で
は
な
い
が
、
と
も

あ
れ
麿

は
こ
の
再

任

の
折

の
歌
を
感
慨
を
も

っ
て
記
し
留

め
て
お

い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
)
。

そ
れ
を
宇
合
が
受
継

い
で
古
集

に
載

せ
て
お

い
た
。
と
こ
ろ

が

こ
の
歌

は
い
わ
ば
別

絡
で
、

こ
と
に
よ
る

と
は

っ
ぎ
り
し
た
題
詞

を
持

っ
て
い
た
の
か
も

し
れ
な

い
。
そ

こ
で
巻

九
の
編
者

が
こ
の

歌

の
み
を
古
集

か
ら
取
出
し

た
の
で
あ
ろ
う
、

と
想
像

す
る
。
紀
伊
行
幸

の
折

の
作

(
七

二

一
二

八
～

=

一
二

二
、
七

・
=

九
四
・

一
一
九

五
と
そ
の
周
辺
)
等

は
暦
が
集
め

て
お

い
た

の
を
宇
合

が
引
継

い
だ

の
で
あ
ろ
う

か
ら

、
古
集

の
原
資
料

の

一
部

の
収
集

に
は

33



麿

も
関
与

し

て
い
る
と
考

え
て
も
よ

い
で
あ
ろ
う
伽

34

宇
合
自
身
が

『
懐
風
藻
』
で

五
言
。
奉
西
海
道
節
度
使
之
作
。

一
首
。

往
歳
東
山
役
。

今
年
西
海
行
。

行
人

一
生
裏
。

幾
度
倦
辺
兵
。

と
歌

っ
て
い
る
よ
う
に
官
人
宇
合

の

一
生
は
ま
さ
に
東
奔
西
走
の
日
々
で
あ

っ
た
。
そ
ん
な
旅
に
明
け
暮
れ
て
い
た
宇
合
が
、
旅

の
歌

に
関
心
を
持
ち
、
旅

の
途
中
折
に
触
れ
て
接
し
た
歌
々
、
字
合
と
親
交
の
あ

っ
た
人

々

(例
え
ば
麿
)
の
旅
の
歌
、
或
は
自
作
の
歌
ど

も
を
集
め
て

〃
旅
の
歌
集
汐

の
編
集
を
試
み
た
の
も
自
然

の
成
行
き
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

正
史

に
現
れ
た
記
事
で
見
る
限
り
、
宇
合
は
天
平
四
年
の
西
海
道
節
度
使
と
し
て
の
西
国
下
向
以
後
、
天
平
九
年

に
没
す
る
ま
で
に

大
き
な
旅
は
し
て
い
な
い
。
恐
ら
く
こ
の
間
は
奈
良
朝
廷

の
重
鎮
と
し
て
都

に
留

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
従

っ
て
時
間
的
に
も
精
神

的

に
も
余
裕
が
出
来
、
こ
の
間
に
今
ま
で
折

に
触
れ
て
書
ぎ
記
し
て
お
い
た
歌
を
整
理
し

〃
旅
の
歌
集
〃
と
し
て
纒
め
た
の
で
あ
ろ
う

 (注
7
)

と
思

わ

れ

る

の

で
あ

る
。

注

4,3,2.1.

 

a

「
萬
葉
集
巻
七
考
」

森
本
治
吉
氏

「
国
語
と
国
文
学
」

昭
2

・
8

「
万
葉
集

「
梶
島
」
考
-
宇
合
の
文
学
-
」

服
部
喜
美
子
氏

「
美
夫
君
志
」

11
号

昭
42

・
12

「
沙
弥
満
誓
i
美
濃
守
時
代
に
お
け
る
吉
蘇
路
の
問
題
に
つ
い
て
ー
」

田
辺
爵
氏

「
美
夫
君
志
」

9
号

注
2
に
同
じ
。
但
し
服
部
氏
は
、
宇
合
は
梶
島

へ
は
神
亀
元
年
の
海
道
下
向
時
に
立
寄

つ
た
と
さ
れ
た
が
、

通

っ
た
と
考
え
る
の
で
そ
れ
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

『
萬
葉
集
辞
典
』

折

口
信
夫
氏

文
会
堂
書
店

大
正
8

・
1

昭
41

.
1

私
は
神
亀
元
年
の
折
は
吉
蘇
路
を



7.6.

「
九
州
及
び
常
陸
国
風
土
記
の
編
述
と
藤
原
宇
合
」

秋
本
吉
郎
氏

「
国
語
と
国
文
学
」
昭
30

・
5

な
お
、
古
集
と
の
み
記
さ
れ
て
い
て
柿
本
人
麿
歌
集
、
高
橋
轟
麿
歌
集
と
い
う
様
な
固
有
名
詞
で
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
田
辺
爵
氏
の
御
教

示

(但
し
、
古
集
宇
合
編
纂
説
を
認
め
ら
れ
た
上
で
の
御
教
示
で
は
な
い
)
に
ょ
れ
ば
、
宇
合
の
息
子
広
嗣
と
関
係
が
あ
り
は
し
な
い
か
、
と

の
こ
と
で
あ

っ
た
。
広
嗣
は
天
平
十
二
年
九
月
藤
原
広
嗣
の
乱
を
起
し
た
。
そ
し
て
十

一
月
に
捕
え
ら
れ
処
刑
さ
れ
そ
の
結
果
藤
原
式
家
は
衰

え
る
の
で
あ
る
。
万
葉
集
第

一
部

(巻
十
六
ま
で
)
の
編
纂
が
曲
形
に
も

一
応
形
を
成
し
た
の
は
天
平
十
六
、
七
年
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
そ
の
時
、
朝
廷
に
反
抗
し
た
広
嗣
の
父
親
で
あ
る
宇
合
の
名
が
そ
の
編
纂
物
の
名

(
例
え
ば

『
藤
原
宇

合
歌
集
』
)
か
ら
削
り
落
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
古
集
の
歌
は
古

い
、
と
従
来
言
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
古
集
の

「
古
」
に
固
執
し
す
ぎ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
。

万
葉
人

(万
葉
編
纂
者
)
は
、
古
歌

・
古
集
を
そ
れ
程
古
い
も
の
と
し
て
ば
か
り
意
識
し
て
は
い
な
い
。

そ
れ
は

十
七

.
三
九
気
二

の
題
詞

「
古
歌

H
首
財
源
構
安
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
即
ち
天
平
十
八
年
の
時
点
で
、
宇
合
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
人
で
あ
る
大
原
高
安
の
歌
を
古
歌
と
呼

ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
高
安
の
歌
が
天
平
十
八
年
に

「
古
歌
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
天
平
十
六
、
七
年
に
、
宇
合
の
編
纂
し
た

歌
集
が

「
古
集
」
と
呼
ば
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

(
昭
和
四
十
七
年
修
土
課
程
修
了

名
古
屋
大
学
)

藤原宇合と古集
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